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糖尿病足病変

■糖尿病足病変とは
■糖尿病足病変の検査
■糖尿病足病変の予防
■糖尿病足病変の治療

糖尿病の方は、足の血管が狭くなることや神経の機能が弱くなることによって、潰瘍ができたり、細菌や真菌の感染を

起こしたりしやすいと言われています。ここでは、足の病気を調べる検査や予防、治療についてお話しいたします。

足のお手入れ方法については「フットケア」、足の血管が狭くなる末梢動脈の病気については「大血管症」をご覧ください。
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糖尿病足病変とは

糖尿病の方はしばしば足にトラブルが生じます。

糖尿病患者さんに生じる足のトラブルをまとめて糖尿病足病変といいます。

糖尿病足病変には足に生じる水虫や細菌の感染、足の変形やタコ、また、ひどい状態になると足の組織が死んで

しまう（これを足壊疽といいます）ことがあります。

糖尿病患者さんは足の血管が狭く細くなっていることがあることに加え、足の感覚が低下するなどの神経障害を

合併していることもあるために痛みなどの症状が出現しにくく、重篤な状態になるまで気づかれないこともあり

ます。

糖尿病足病変の検査

足をよく観察し感染の兆候がないか判断します（爪が変形・変色していないか、赤
く腫れている、膿が出るなど）。爪や皮膚の一部を削って水虫菌（真菌）がいるか
調べることもあります。また、ひどい感染がある場合は、血液の検査や画像検査で
重症度を評価します。

神経障害があり足の感覚が鈍くなると、傷や感染に気がつきにくくなります。アキ
レス腱反射、振動覚検査、触覚検査、末梢神経伝導検査などで評価します。

糖尿病足病変の検査

足に変形やタコがないか、潰瘍や壊疽がないかどうかなど、診察で確認します。

足の血管が細くなる末梢動脈疾患では、足の潰瘍や感染にかかりやすくなります。
下腿―上腕血圧比、心臓―足首血管指数、脈波伝播速度、下肢動脈エコー、MRA、
下肢動脈 CT、下肢動脈造影、皮膚還流圧。

足の診察

末梢動脈疾患の検査

神経障害の検査

感染症の検査

糖尿病の足病変を調べる検査には、以下のものがあります。
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糖尿病足病変の予防

糖尿病足病変を早めに発見するために、糖尿病の方は足を毎日よく観察することが最も大事です。

次の項目で、当てはまるものはありませんか？

糖尿病の方で、ひとつでも当てはまる方はリスクの高い患者さんなので注意が必要です。

足の感覚が低下してしまった方は低温やけどなども起こしやすいため、あんかや湯た

んぽを使用する際は注意し、就寝時にはスイッチを切りましょう。

使い捨てカイロは皮膚に直接つけないようにしましょう。

場合によってはこれらの器具を使ってはいけないこともありますので、医師や看護師

と相談してみてください。

・血糖コントロールが悪い方

・以前に足に潰瘍ができたことがある方や足壊疽になったことがある方　

・糖尿病による神経障害のある方

・末梢動脈疾患という足の血管が狭く細くなった状態の方

・水虫や細菌に感染している可能性がある　

・足に傷がある

・足が赤く腫れている

糖尿病の患者さんで以下の項目で異常がある場合は、そのまま放置することなく糖尿病の先生と相談したり、

皮膚科を受診したりすることも大切です。

糖尿病足病変の治療

水虫や細菌に感染した場合は、真菌薬や抗生物質により感染症の治療を行います。傷や潰瘍

があるところには、体重をかけないように気を付けます。細胞が死んでしまっている部分は

傷口・潰瘍が治るのを妨げるため、この部分を削る（デブリドマンといいます）などして、

傷口が治るのを促します。また、血糖コントロールが悪いと、感染が長引いたり、傷が治り

にくくなったりするため、厳格な血糖値の管理が必要です。

血管が細いと傷や潰瘍の治りが悪いため、末梢動脈疾患の治療と同様に血管を広げる治療を行うこともあります。

（末梢動脈疾患）

足が腐ってしまう壊疽が広範囲にわたり、治癒が見込めないほど重篤な場合には、命を守るために足を切断しな

ければならない場合もあります。

糖尿病の足病変を起こさない、悪くしないために、しっかり予防をしていきましょう。
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また、糖尿病足病変のリスクの高い方は積極的にフットケアを取り入れて、足に合った靴や爪の切り方を確認し、

予防をすることが重要です。
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